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日立諾特許

ファクシミリ信号符号誤り処理方式と装置
二の発叫は,フ7クシ ミリイ言号又は

スキャン‾方式を用いたビデオ仁号を符

号化して仁ミ送する場台･の符号誤りの処

f単にl法Jするものである｡

図1で説糾すると,′乏仁符号はメモリ

(宜･に.‾言出正させる七とい二,スキャンバ

㊥ (可

､ソフ7⑨ノ女びスキャン上主1f吉川帥j柑各⑪へ
J順次j玉出L,机i言+l.;子:川仙11路でスキャン

上主を測1こする._､スキャン1主に‾i諾いjが検

=されると,(1)その誤りのあった`､1''

スキャン1ナの†iチリ一かイ=他に黒の丈′i′二の

J湯ナナは=,黒地にrlの‾丈′トの場†ナには

⑭

㊥
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図l 符号処理回路の構成図

窯とLて表′Jこするか,丈は(2)誤りク‾)あ

った"1''スキャンのイ∫iり一を紙効とL.ニ火

のスキャンを練り 卜げるか♂)いずれか

グ)処J叩を行なう二･とにより,沖i-1Jげiの

帆‾卜をl;〟l卜するく_,

なお,図1で,⑲はゲー川+1臥 ⑫

は子吐ぢ+‖カウンタ,⑬は子態り一州-一一致lり】

路,⑭は独一号川シフトレジスタ,⑮は

メモリ説‖川棚卸L‖柑各,⑯は似一別Ⅰ_Ⅰ柑軋

⑪は人ブJ伝j近称号,⑲はフ丁クシミリ

′妥イ‾ii機の】パH明イ.さぢ-,⑲はJlリノフ7クシ

ミリ†∴号をホしている｢)

1.ヰ寺 長

仝何r耐Ili幸枝メモリやr別徒仙り路かイこ安

で,イ構成を簡単にできる｡

2.提供技術

l■!特許の実施許諾

●特許第851320号(特公昭引 24329)

｢ファクシミリ信号符号誤り処玉里方

式と装置+

■技術指導

マルチプロセッサ障害検出方式
j迂f【二,晋捕吏プログラム‾ノノ式の電F講交

授機などで,マルチプロセlソサンステ

ムが旭川されてきている｡二のような

システムでは,1了乙iの7‾ロセ､ソサが異

端北態になっても,巾ちにシステムダ

ウンとはなノ)ず,輿常北態を検=する

のはい郎亨作である｡また,由イ‾,一掬州三か要

求されるシステムでは,輿常状態を-【‾†‾し

側に検州し,システムダウンに至る郎J

に-‾チl;ガイ米仝する必j要があるLr

lゞヲ己叫は,鞍ノ消■北態を｢Tl▲別に検JIIL,

【占11こ八州札 付守者/＼の通報などを可

能とする侍二.i享樺山ん‾J〔を提供するもグ〕

である｡そのため,終プロセソサ対I心

のlさ三:こ脱力ウンタをもつ装‾こi二王を設け,そ

れらのIf三;こ視力ウンタを各ブロセ､ソサか

ご)アクセス可能とする｡それにより,

1こ‖わこの動作北態をチェックするように

したものである｡

図1にホすように,j血活路系装〔Fこ④

を制御する符プロセッサ①は,例えば

1分七郎切でそれぞれ過.講路系バス(亘を

維巾Lてl′1Lに対I芯するi碍一方l.こ三:さ_脱装‾i言′こ

(亘)爪のIji:さ_似カウンタグ‾)lノ+芥を読み耽る-〕

それに①を‾ノ州キラニし,伸びトiJ一一【.=まrこ批カウ

ンタにらさしてカウンタ伸二キュレ進させる｢.
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図l マルチプロセッサ障害検出方式の一実施例を示すブロック図

去

･方,王持て右のフロセリサCPoによって,

例えば3分ごとに装‾;F】こ⑥内のくモ】.≡…:こ純カ

ウンタを説み11丈る｡また,メモリバス

④を介Lて‾j‾し辿ノモり②内のラストル

ソクLL(卜,～に溝川iされたがJ[叶;尤み取り

値を.読ふ収り,二れごっを比較する｡も

し一一手丈Lているカウンタがある
と,そ

れに対応する7■■ロセ･ソサは悍:`;i二に_上り

カウンタの上土こ赴かできなか一-ノたものと

lこり;上する(､二れにより,li軒.F;二処f【llプロ

グラムを起動L,1Lliじ立山卜叫札ド軒.ii二地

軸などを行なう.〕

1.特 長

(1) システムダ'ゥンに奄る肋に十l妨似

仝することかでき,イ‾一子松任のiミニ7iいマル

チプロセッサ十l■子稚処J【1_1システムがり三+九

できる｡

(2)一共通バスに付加装ii!l一三を.設けるだけ

で,稚々のマルチプロセソサシステム

に適用でき,融通性がある｡

2.提供技術

■特許の実施許諾

●特開昭55138149号

｢マルチプロセッサ障害検出方式+
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日立諾特許

半導体スイッチ
この発明は,う荘i講交換機や朽々の利

子卸装荷に用いられる半や体スイッチに

｢英JL,特にd即/亡わ耐竜が人きく,かつ.i′了j

悠性で動作するPNPN構j辻の-､トや体ス

イッチに関するものである〔つ

PNPNスイ､ソナはしゃ断中にアノー

ドとカソード間に急一敗な順方向う=に圧が Gト

加わると,d〃/d～効果(レイト効米)に

よi)誤開成する火山をもつ｡二の対範

ノノi去とLて従来はPNPNスイ ッチのカ

ソートゲートとカソーード｢抑二抵抗を才妾

結する方法や,アノードに抵抗を接続

Lその先を高電位にLて,アノードと

アノードゲート間を逆バイアスする方

法かある｡LかL,前石は大きなdlノ(JJ

耐量を得るにはその一低杭値は非常に低

い他にする必了安があI),ゲート駆動′.一江

流や伯汀与`在流が大きくなって!ノまう〔

また後者は,アノード側か砧′電位に焚

付二する場でナは保適するが,カソード側

がイ氏電位に変位する場でナは†米i獲できな

い欠∴‡がある.っ

本発叫では,図1にホすように,ト

0‡

Rl

01

0:

Ql R2

Q3のベースーQ3のコレクターQlのベー

スーQlのコレクターQ4のベース)を形

成し,このfl付還ループ利得を適一切な

他に遷延することにより,スイッチ勅

G･､ 作の源となるPNPNスイッチのiE仰還

区=
一実施例匝]路

ランジスタQl,Q2で構一反されるPNPN

スイッチと舵列に,トランシスタQ3,

Q4,祉臼克Rl,R2を含む能重刑‖柑各細を接

続L,少なくともdl-/山が印加1きれたと

き,二の能垂加f]路稚けまPNPNスイッチ

内の汁二村還ル【プ(Qlのべ】スーーQ】の

コレクターQ2(ノ)ベーーースーーーQ2のコレクタ

ーQIC7)ベース)の 一郎と八IrfJLて,f‾川f‡

還ルーブ(Q4のベースーQ4のコレクターー

利和を柚侶する｡,‾如に,Lや断中の

PNPNスイッチに過i度電圧が加メっった

ときに大きな効果を生ずるようにLヒ!1路

の特定数を設定する｡

1.特 長

(1)アノード,カソードの′荘位のいかん

にかかわJ)ず憧れたdγ/df効果を示す｡

(2)抵抗R2を高抵抗とすることができ,

ゲート感度は非常に高感度となる｡

(3)集枯回路化が容幼である｡

(4)正負両方に高耐圧を得る｡

(5)回路は安定に動作する｡

2.提供技術

■特許の実施許諾

●特許第966411号(特公昭53-46588)

｢半導体スイッチ+

二･次元符号イヒ方式
この発U月は,ファクシミ】jのように

2値痢條を走杏Lて得た2他イi三号を,

能率よく符号イヒする符号化‾方式に関す

るものである｡

図lによって勝明すると,ト引司にホ

す変化点P2で,図2にホすフラグ⑧を

セットして,変化点PlとP2及びP2と

Pニ5の距離を比較L,ランレングスカウ

ンタ(むの伯をランレングスレジスタ⑨

にi言亡憤きせる｡

次に,変化点P3では自了J記カウンタ⑥

の他とレジ■スタ⑨の値を比較し,ビッ

ト数の少ないほうをj蟹爪Iノて符号化rH

前ライン

現ライン

PI P2 P3 PIP5 Pt;P7 Pホ

図l 二走査線の信号状態図
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図2 符号イヒ装置のブロック図

ノJをイ‾ご;-ぢ･処理回路耳･かノブ川プJする.｡

食化点P▲1ではi批記レジスタ獲て:･にカウ

ンタ⑥グ)伯を加1許する∩
虹に,変化ノエP5,P6の処理は前記L

た変化ノ∴】二P:5,P4の場†卜と向じである｡

二れまでの処理は従来方式と同様であ

るが,二の発明によれば,変化∴ウニP7で

は前凹の変化止も現ラインで生じてし-

るから,フラグ⑧をリセットし,比較

処･叩を行なうことなく変化∴lさ二P6及びP7

の利+刈◆位帯を符号化する｡

すなわち,変化∴-.-二P6,P7のように硯

ライン(又は自TJライン)で連続して変化

が生じた場fト,距離P6P7とP7P8の比較

を行なわないので､単一レジスタを設

けるだけで簡単に構成できる｡

なお,図2で⑪,⑫はアドレスカウ

ンタ,⑪,⑳はラインメモリ,⑪,⑫

はフリップフロップ,⑪,⑫は排他論

理回路,⑤はオア｢自1路である｡

1.特 長

硯ライン又は郎Jラインの一方だけが

j垂続的に変化Lた場合,比較を行なわ

ないので回路構成が簡素化できる｡

2.提供技術

■特許の実施許諾

●特関昭55-156476号

｢ニ次元符号化方式+

■技術指導

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノーハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は…‥･株式合札日立製イ亡祈 〒■05真鯛構区浜松町二丁目4蕃■号(世界貿易センタービル)電話(83)435-4■■卜8(ダイヤルイン)特許部特許営業グループ
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日立ハイブリッド電子交換機≠cs-10〃

1_l立製作所では,PBX(場内交根電

.講)の分野でも,披近のOA志向の傾向

かご〕,ユーザーの要望が多様化､岳J窒

化するのに対応Lて,蹄しい′ト容疑電

-一戸交根機,′､イブリソドシステム(一一般

内線1五言講機,多機能電話機,多機能ボ

タン電〔講機のi上一己でミ叫丈芥が可能,すなわ

ち,従来の電--r交授機と新しい竜一-√･ボ

タンとが一体となったシステム)日立ノ､

イブリ､ソド′屯了一交換機"CS-10''を発

売L,納入を開始Lた‥

この新しいシステムは､新Lいオフ

ィ スコ ミニュケーシ ョ ンニーーズにマッ

チして好i朔な′受柱二状批をホしているL｡

1.主な今寺長

(1)交操子のいらない分散軒朝方式

(2)数多くグ)新しいサービス機能

ワンタッチで各椎新サービスを傾い

こなせるMFT(多機能電話機),グルー

ナ単位でボタン電子講として使えるMLT

(多機能ボタン電話機)のほか,各椎新

サービスかそろっている(⊃

(3)コンパクト設計でMDF(土田己純増諾.)､

1盲i悼も-一体化できるし､

(4)増設が悔めて布端(哨設単位:1勺

維8｢句線,たが兢4卜1‾】線)であるこ,

(5)仝`i･E√･式で上壬寿打存,高信船便の上､

無騒‾,､11二である二.

(6)ぜf付をプログラム〃J(のため｢蝕適作

にイ覆れている._ノ

(7)休1卜性,工■j州三に優れているL〕

(8)電子ノ〔通r試料1‡符J子[旦装置か付加で

無式

本体

MDF

電二原

区= 日立電子

交換機"CS-10”

の本体

図2 (左)MFT(多ネ幾能電話機)と(右)

ML∫(多横能ボタン電話機)

きる｡,

2.主な仕様

(1)外観･構造

l-`1助交授槻木休の外税を図lに,

MFT,MLTの外観を図2にホす.〕

(2)主な仕様規柄

主な什様規格を表=二示す′

(臼､ンニ;出作巾 辿イ1i機中業郎)

表i 主な仕様

Ⅰ頁 目 仕 様

方 式

■制 御 方 式 蓄積ブロク′ラム制御

通話路方式 空間分割形

中 継 方 式
分散方式

マスタテレホン応答方式

構造

収容回線数

一定一晩槻木体

壁面設置形キ17ビネット構造

(MDF･整)武器.蓄電丁也内J敬)

(整)庶器,蓄電1也分離可能)

内 緑 最大95回線,増設単位8回線

j局 線 最大24回線,増設単イ立4回緑

局線表示盤 10回線

トラフイソク 1票 準 呼 室 6.OHCS･ノ内綿

電気的規格

電気的規格

電 圧
AClOO＋10V 50′ノ60Hz又は

DC48l_ 5V

内線線路条件

直流ループ抵抗し200〔)1J下

(電話機抵抗含む)

(MFT,MLTは50q以下)

局線線路条件 所属局の条件に従う

ダイヤル条件

回転ダイヤル.速度10｢)PS,

20【)PS,メーク比33十 3年占

押Lボタンダイヤル

環境条件
周 囲 三見 度 ロ ー40℃

相 対 湿 度 20---85%

日立電子ボタン電話｢ETシリーズ+

日立製作I軒では,OA時代の新しい

オフィ ス用電話装置として,電子ボタ

ン電話｢ETシリーズ+をヲ芭う七L,納人

を周始Lた｡′安江寸犬さ比は梅めて好戸渦で

あるこ,

う五千ボタン電吉引ま,′.豆話機内部にも

マイクロコンビ_1一夕を内蔵L,電こ講

機と上装i盲引芋刀の所要ケーーブルをノ.電i講概

1Tこ丁当たり4心(従来のボタン召三言講は

40～80心の多心ケーブJレグ)マルチ接続)

と少心線化Lたこと.更に機能を`起‾r一

∫〔PBX(構内交換機)並みに多機能化L

たこと,また,図1に示すようにスマ

ートなデザインにしたことが最人の特

上壬であるr〕

｢ETシリーズ+は,小谷鼠タイナク)

616(局線6,内線16)から大谷昌ニタイ

7‾の2064(切線20,内線64)まで,表1

に示すような5椎頬がそろっている｡

1.主な特長

(1)マイクロコンピュータの一抹用で多

機能化

交換機舷みの多機能さと操作怖が一

しミヾこヾヽく_′＼ 図l 電子ボタ

ン電話機

体化L,従来にない斯Lいサーービスか

干悼に利用できる.〕

(2)少心ケーブルで__1二乍か筒中

(3)OA時代にふさわLいニューーデザ

イ ン

(4)タ､ノチ アンド タ1ソナの低いやすさ

表1 電子ボタン電話｢ETシリーズ+の定格

局線か1!ユ帖三ダイヤル式でも､プッシ

ュボタンでダイヤルが‾可能で,梵イ言,

保悌,･転送,再ヲ己信などすべてシート

キーパネルをタッチするだけで可能で

ある.)

(5)ヒ皇詣な機椎ぞろえ

′ト谷E占二かご〕大谷E違まで5機稚を完イ偏

している(-

2.主な仕様

主な仕様を表1に′jミす.)

(日_立二与望作市場f;子機リi紫郎)

内零
‾‾‾､

､
､
_
_

機才垂 ET 616 ET-824 ET1232 ET-1664 ET ZO64

主

装

■[葺

l品 名

寸)去:幅Y奥行1_高さ(rllm)

H】ET 616 Hl--ET 824 HIET1232 HIET1664 H】ET-ZO64

560＼300>r760 740×300ズ760 740X3(〕0■ぺ760 740二く300′り′200 740､(3()OYI.200

重 量(kE) 約65 約75 約80 約I15 約120

消 費 電 力(∨一A_)(最大) 約190 約Z50 約310 約530 約570

電

話

機

形 状

名

卓上(壁i卦) 卓上(J進掛) 卓上(壁書卦) 卓上(壁掛) 卓上(壁]卦)

H卜ET-616 HIET-824 Hl-ET1232 HIET-】664 Hl-ET 2064

寸)去:幅Y奥行X高さ(nlm) 200ぺ215x88 200-イ.Z15ニく88 ZOO:く215ズ88 200ンノ215x88 200x215:イ88

重 量(kg) J l･3 l.3 l.3 l.3 l.3

回 路 数 l容量 増設 実業 客土 増設 貢装春立 増設 実装 容量 増 設 実装 客土 士曽 設 実装

局 線 回 路 数 6 2 4 8 4 4 12 4 8 16 414 8 ZO ＋4＋4十4 8

内 緒 通 話 琵各 数 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

電 話 機 対 応 回 路 16 16 24 畠 i6 32 16 16 64 16＋16 32 64 J6ト16 32

接 続 で き る 電 話 機 数 16 24 32 64 64
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日立省エネルギー形ポンプ｢+シリーズ+

ビル,マンションなどの給水用,空

調用のほか,工場給水,水道給水など

に幅広く使用されている汎用ポンプの

代表製品,単段渦巻ポンプについて,

小形,高効率で高信頗性,低騒音を実

現した二極駆動の汎用ポンプ｢Jシリ

ーズ+を開発した(図1,2)｡

本シリーズは,日立JD形モートルポ

ンプ(直動形)45機種,日立JC形うず巻

図l日立+D形モートルポンプ

添

図2 日立+C形うず巻ポンプ

(
∈
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叩
≠
幣
軸

100
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30

ポンプ(カップリング直結形)68機種の

合計113機種から構成されており,従

来から求められていた省エネルギー,高

効率化,小形で保守が容易,高い信頼性

などのニーズにこたえた新製品である｡

1.主な特長
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トな製品である｡

トルが二極で四極並みの
回転敬 3.000rur¶

軌

iO-06 0080,1 0-2 0_3 04 口.6 0_8

岩見明80x65B-57.5 吐出L宣(mL m･rり
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図3 適用図
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+

低騒音である｡

(3)バックプルアウト構造でメカニカ

ルシールを採用(JD形のみ)しており,

保守が容易である｡

(4)羽根車は青銅製,軸はステンレス

製で,耐久性,耐食性に優れている｡

2.主な仕様

適用図を図3に,主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 商品事業本部)

表l 標準仕様

日二立+D形モートルポンフ〉 日立JC形うず巷ボンニ7

取扱 し､さ夜 0‾､100℃の)背水 pH6-8 D～100℃のi▼水 PH6～8

吸込全摘程
-6m(20℃) -6m(20℃)ただし.川0×80は-3m

許容押込庄

山S川kg卜′cI¶2並形フランジの場合

(10-ポンプ警全損琴)k榊2以下
JIS=)kEト′c川Z薄形フランジの場合

トポンプ幣甥)kg-′cmZ以下

4kgト′cm2以下で.かつ下記以札

+lS【Okg†/cm2並形フランジの場合

(･0一重土2常套準)k州以下
+lSl批g†/cm2薄形フランジの場合

(7一旦竿㌘今轡蔓)kgf･･･cm2以下

瑞

造

羽根車 クローズ クローズ

垂由 封 メカニカノレシーノレ グランドパッキン

軸 受 密封玉軸受 密封玉軸受

フ ラ ンジ
+lS10k8f/Om2並形及び +lSIOkgf/om2並形及び

+lS10kg†/cm2薄形 +lS10kg†./cm2茸形

材

貸

ケーシング FC20 FC20

羽根車 BC6 BC6

主 軸 SUS403 SUS403

モ
ート

ル 三相･防腐保護形Z〔IOV 三相･防滴保護形2(】0V

使用場所 屋 内 屋 内
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文章･図形･画像処理の現二伏と動向

日本語ワード7Gロセッサ

‾文書管理システムにおけるイメージ処理技術
入出力端末装置
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ビジネス開デスクトップコンピュータ`-Data Pa120I'

オフィスオートメーンヨン用のエンドユーザー言語OFIS/POL

オフィスにおける意思決定システムの開発

パーソナルコンピュータ応用のビデオディスク画像検索システム

保守支援システムにおけるオフィスオートメ【ションの具体的展開

オフィスコンピュータL-320/50Hによる対話形手順ST計画

オフィスオートメーション機器による設計の合理化

ワードフロロセッサと文書管理システム

日 立 V(〕
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ル ポ

明日を開く技術く25〉

家 庭 コ ー ナ ー

技 術 史 の 旅く68〉

続･美術薦めぐりく27〉
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撮る&録る〈画像鮮明･たっぷり録画〉

ビデオ マスタックスシステム6800

泳気鐘

富山県立近代美術館

テー70レコーダー 電子レンジ 照明器具
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